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千葉県生まれ。２００４年に日像会を設立。現在、スピリチュアル・カウンセラー日心（にっしん）を通したチャネリングにより、会員の指導および全国各地での講演会活動に従事している

はじめに

第１章　本当の歴史—人類発祥から現代文明まで

1.1　人類発祥の真実

・人類は、約500万年前、現在の日本の山梨県甲府市あたりに、現在のような形の肉体で発祥した。

・最初の人類は、神様により霊界と呼ばれる場所からこの地球上に、誰かの赤ちゃんとして生まれたのではなく、成人の肉体を持った人間としていきなり降ろされたのです。

1.2　人類発祥から大文明へ

・人類発祥当時、地球全体の地形は現在とは全く違うものでした。驚くべきことに、日本はかつて太平洋上に存在し現代に匹敵するような大文明を駆使して栄華を築いたものの、海中に沈んだとされる伝説の大陸、ムー大陸の一部だったのです。つまり、現在の日本はムー大陸の沈み残りなのです。また、大西洋上にはアトランティス大陸も存在しました。
・約五百万年前、ムー大陸の一部、現在の山梨県甲府の地に降ろされた世界最初の人類は、現代の日本人同様に、黄人(黄色人種)でした。黄人の人類発祥から約10万年後、神様は、赤人、青人、白人、黒人の順番で別の人種を作りました。⇒弊立神社と五色人祭

1.3　ムー文明から現代文明へ

・ムー大陸の中でもムー文明は人類発祥の地である山梨県甲府市あたりを中心に栄えました。

・人類発祥も文明の発祥も、すべては日本(ムー帝国)が中心でした。そうした意味で、日本は最も古く尊い国といえるのです。

・約１万２千年前にムー大陸は太平洋上のもくずと消え、ムー文明は滅亡したのです。

・ムー大陸の直接的な理由は、大陸地下のガスチェンバー(ガスの溜まっている空洞)が爆発したからです。

・現在の日本語の約48％はムー時代の言葉なのです。
・日本の民族衣装である和服(着物)はムー時代の服装

・この地上で最初に咲いた花は｢ハス｣の花で、これはムー帝国の国花とされていました。

・現在のハワイ諸島やマリアナ諸島、イースター島などの太平洋上の島々は、ムー大陸にそびえたつ山々の頂上にあたり、沈没をまぬがれた場所でした。そのため、これらの島々は、巨大な石を使った遺跡や石像などの文化共通点を有しています。

・かつて大洪水があったという伝説が残されています。

※アトランティス大陸はムー大陸沈没から約5000年後に海に沈みました。
・ムー文明の滅亡にはより深い理由があるのです。それは、この時代の人々が、自分たちを創り指導してくれた神様の存在を忘れ、物やお金、豊かさばかりを追い求め、自分たちの力を過信し、自然を破壊して自己中心的な生き方をするようになったからです。これは、人間の魂、つまり心が悪くなったということを意味します。このような状況に嘆かれた神様が、ムー大陸を沈没させることにより、ムー文明を滅ぼされました。その結果、神様によって選ばれたごく一部の心のきれいな人たちを除いて、当時のほとんどの人々が亡くなったのです。

1.4　世界に点在するムー時代の痕跡

・(1)モアイ像　ムー大陸沈没の約10年前に、かつて太平洋上に大文明があったことを後世に伝えるため、ロンゴという名のムー帝国の天皇に人面巨像を造るよう命じました。そして、ロンゴは、石工のモアイという人物に人面虚像を造らせました。

・当時は科学技術が発達していた時代でしたので、現代のようなトラックやクレーン車が存在しました。
・鉄製の斧では堅いタッチが残るため、石工モアイは石斧で人面巨像を造ったのです。

・（2)ナスカの地上絵　かつて大文明があったことを後世に伝えるために描かれたものなのです。そして、驚くべきことに、これらの地上絵は、宇宙船(UFO)によって空から描かれたものなのです。
・(3)沖縄各地の海底遺跡　与那国島南部の海底にはさまざまな海底遺跡が眠っています。テラスや石舞台など、明らかに人の手によって生み出されたとしか考えられない石造物は、繁栄したムー帝国が海底深く沈んでしまったことを伝えているとともに、日本がムー大陸の一部であったことを物語っています。

1.5　ムー文明から学ぶこと
・現在起こっているすべての現象は、人間の心のあり方から生じているのです。
・このままいけば必ず現代文明も滅亡し、多くの人々が亡くなるでしょう。
・人間は死んだら終わりではありません。神様により支配された壮大なしくみの中で、人間は死後も生きていたときと同様の感覚を持って過ごすのです。
第２章　宇宙と人間の本当のしくみ

2.1　なぜ、死後の世界についてお話をするのか

・今後人類は、大規模な自然災害やさまざまな感染症の続発を経験し、一度に多くの人々が亡くなっていきます。そして、この地球文明はいったん幕を閉じることになります。

・しかし、多くの人々が死後の世界も含めた宇宙全体の本当のしくみを知り、心を変えていけば、必ず世の中が良い方向に向かっていくものと思います。
2.2　私たちが住んでいる世界（宇宙）の本当の姿
・1次元空間～7次元空間まで。現界～神界まで
2.3　神様から教えられた人体の本当の構造

・肉体・幽体・霊体
・乗り物に例えると、魂は操縦士、松果体は操縦席、肉体は現界で使用する乗り物、幽体は幽界で使用する乗り物、霊体は霊界で使用する乗り物

2.4　人間の生まれ変わり
・生まれ変わり、再生
・通常は現界の死から1000年前後に再生。短ければ300～400年程度。10000年を要する人も。動物への転生もある。
第３章　人間の生まれ変わりのしくみ

3.1　霊界について

・現界と同じような自然や昼夜がある。一軒の家に最大家族5人で暮らし、昼食と夕食を取る。

・現界との大きな違いは生活の中で時々神様に出会うこと。

・神様は目に見えて、霊界人に直接指導してくださる。

・オーラは黒(にごった色)⇒灰色⇒緑⇒青⇒紫が最高
・霊界は霊相差により明確に階級分けされた社会で、神様が神政共産政治を執り行う。霊体で生活するため全員が黄色人種で人種差別もない。天国。
3.2　再生・転生の大まかな流れ

・霊界でも結婚し、妊娠し、胎児をおなかの中で育て赤ん坊として誕生し10年の義務教育を経て20歳で成人する。それ以降は霊体が老化することはない。

・人間の魂は現界での人生修行によってのみ磨かれて向上していくため、霊界の両親に見送られて初めて現界への旅に出発する。

・すべての面で和をもって生きる努力をすることにより魂が成長していく。

・死ぬとミソギをさせられ、ミソギが終わると、霊界に戻ることができる。

・再生の繰り返し

・人間はやがて神界に行き、神になる(神上がり)ため、何度も修行する。(30回)

・万物の創造主たる神は一人。元々の神(天津神が10名-モーゼ､イエス､キリスト､お釈迦様､日蓮上人､弘法大師(空海)、天照大御神、弥栄大御神、大日如来、阿弥陀如来、梵天、ヤハエ、エホバ、アラーなど)？？
3.3　人はどのようにして、現界に誕生するのか
・再生祝賀会
・待合所

・おおまかな打合せと心がまえ

・妊娠五か月ごろ

・過去世と同じ過ちをくり返さない。

・背後霊が5人付き添う。
女性が結婚して姓が変わると背後霊も嫁ぎ先の先祖霊に変わる。

普通人間には守護霊や守護神は付き添っていない。背後霊の役割はその人の一生の監督と記録。例外として、その人の霊相が余程高いと守護や指導をすることがある。？？
3.4　人が現界に生まれてきた意味
・それぞれが与えられた環境の中で人として正しく生きていくこと。人間としてなすべきことをきちんと行い、利他の精神で生きていくこと。
・結婚や子育ては人生で最大の修行
コラム｢運命の人｣

・結婚相手は基本的に人間が再生をするたびに変わります。

・生まれ変わっても再び同じ相手と結婚する場合があります｡それは､その相手とうまくいかなかったとき。二人が本当に仲良く結婚生活を送れるようになったとき、修行は終わったということで、その二人の結婚は二度とないのです。
3.5　人はこのようにして、現界を去る

・三途の川を渡る夢

・死後の様子と霊線(シルバー・コード)
・通夜や葬儀での大問題！

・葬儀は人生の卒業式、本当はおめでたい行事です。

・ドライアイスとお焼香の煙は死者を苦しめる。
・霊線が切れたときが本当の死

・幽体の重さは約30ｇ
・祭壇と白木の位牌、そして食事

3.6　｢49日｣の本当の意味と神裁き
・(1)現界への執着をとる

・(2)自分の人生を振り返り､罪やけがれを反省する

・生前が一番望ましいが、49日目に神裁きが行われるのでそれまでに生前の生き方を振り返り、罪やけがれを反省する機会を与えるために、猶予を与えられている。背後霊は49日の間も重要な期間として記録している。
この期間の反省によって行き先が大幅に変わる。

・(3)最後のお別れに出かける
・心の整理をして、本当にあの世へ旅立つ準備をする。

・(神裁きとは)
・納棺時の服から簡単な白衣に着替える。⇒裁判所に行く⇒行き先が決まる
・幽界に行くのが嫌だと言って逃げてしまうと、死者は浮遊霊になって、現界を苦しみながらさまようことになる。

3.7　幽界でのミソギ、そして霊界へ

・幽界は6つの階層に分かれている。
・自殺、殺人や窃盗などの罪、神様から見て罪となる言動､悪い性格や思想―執念深い人・不平不満ばかり言う人・人の悪口を言う人・ウソをついた人・わがままな人・他人に迷惑をかけた人・食品や物品を粗末にした人、喫煙者、
・幽界の墓場、そして霊界へ
・霊界に戻った死者の霊は7次元の神様から霊界の講習を受ける⇒神様の指導の下、楽しい霊界での生活が続くのです。
3.8　臓器移植の問題
・脳死状態の患者は、まだ生きています。意識が存在する。
・(脳死状態は、金縛り状態と同じ)
・人間は死んだら終わりではない

3.9　自殺について～今を生きることの大切さ～

・人間は死んだら終わりではない。
・死んだからといってすぐに楽になるわけではない。

・(これまでの生き方の反映)⇒あなたの今の悩みや苦しみは元をたどると、これまでのあなたの行動や性格に起因していることが多いものです。⇒鏡の法則
・(神様により与えられた試練)⇒現界は魂を磨くための修行の場。そのため、あえて試練がある。

・(過去生での生き方の反映)⇒身に覚えがないことの方が多い。⇒人のために生きる⇒来世につながる
・｢私たち人間は、この壮大なしくみの中で神様によって生かされている…｣⇒※ごめんなさい⇒許してください⇒ありがとう⇒愛しています。
第４章　地球・人類の未来
4.1　地球の現状
・(気候の大変動)⇒熱波や寒波、干ばつや豪雨

・(巨大地震の続発)

・(巨大噴火の発生)

・(さまざまな感染症の発生)

4.2　地球・人類の進化に向けて

・今後この地球文明はいったん幕を閉じる

・大掃除、新たな段階へと進化
・物質文明ではなく心の文明へ⇒輝く未来へ
・生き残った人は目に見えない世界を信じて生きる人々が生き残る

・現在の地球上における人間の状態を省みてください。⇒民族紛争やテロ、自己中心的な心

・人間の状態が多少でも改善されていくのであれば、神様は予定を変更され、文明最後の日を遅らせてくださいます。

最後の日が遅くなればなるほど、世界中でより多くの人々がこれまでの過ちに気づき、心を改めていきます。そのような人々が増えれば増えるほど、この文明滅亡を乗り越えて生き残る人々が増えることになるでしょう。
4.3　今後の地球環境～気候変動や自然災害～
・(地球温暖化と気候変動)　ある時期から科学者の予想をはるかに超えるスピードで進行していく。
⇒地球規模でのさらなる機構の大変動が起こる。
・(巨大地震や巨大噴火)⇒日本が壊滅状態に陥ったときが、ある意味この文明最後のときなのです。

東海地震、東南海地震、南海地震⇒三連動地震

首都直下型地震

富士山噴火

・神様が言われるには多くの人々が｢人間にとって一番大切なこと｣に気づき始めたそうです。

・(さまざまな感染症の発生)
・⇒過ちに気づき反省する機会を与えるための現象、つまり、悪化した人間の心を戒めるための神様からの｢警告｣なのです。そのため、神様の計画変更、延期がありうる。
コラム｢昆虫や動物に予知能力!?｣

4.4　今後の経済・社会情勢について

・中国バブル、インドバブルは長くは続かない。すでに世界は大恐慌に入っている。貨幣価値が下がるというよりなくなる。お金の意味がなくなり、世界的な食糧難となってからはお金の価値はないに等しい。

コラム｢東京スカイツリー｣⇒完成する｡東京スカイツリー完成後の近未来には電磁波の影響により、近隣の住民に原因不明の耳鳴りや突発性難聴、脳腫瘍の患者が増えると言われています。早めに電磁波対策が必要です。
4.5　感染症の今後の動向

・(1)新型インフルエンザについて⇒過信した人間に神様が与えている警告としての疾病
・(強毒性新型インフルエンザの恐怖)
⇒３カ月分の食糧や日用品の備蓄が必要
・(さらなるウイルスの恐怖)⇒狂毒性
・(2)口蹄疫
・(3)その他の感染症⇒すべて警告
・(4)感染症から身を守るためには？
・(摂取する食品に注意する)
・(玄米食のすすめ)⇒排毒作用がある⇒発芽玄米
・(１日２リットル以上の生水)⇒非加熱のミネラルウォーター、電気分解水は避ける。朝と夜。

4.6　生き残るためには～心ただしく生きることの大切さ～

・(心正しく生きるとは)

・(1)物やお金を追い求める生き方をやめること

・(2)すべての面で和をもって生きること

・(3)自己改革の生き方

・(4)神様を信じ、すべてに感謝して生きること
『求めない』加島祥造

　求めない――　
　すると
いまじゅうぶんに持っていると気づく
　求めない――　
すると
いま持っているものが

いきいきとしてくる

　求めない――　
すると
それでも案外

生きてゆけると知る

求めない――　
すると
ちょっとはずかしくなるよ
あんなクダラヌものを求めていたのか、と
求めない――　
すると
体ばかりか心も
ゆったりしてくる
求めない――　
すると時はゆっくりと流れはじめる
　すると　失望しない
　いまじゅうぶんに持っていると気づく
　すると　比べなくなる 
　自分の好きなことができるようになる
　ひとや自然が美しく見えはじめる
　ひとの心が分かりはじめる
　必要なものが分かってくる
　迷ったとき言ってみる
　すると　頼らなくなる
　求めないですむことは求めない
『求めない』（加島祥造）より 
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千葉県生まれ。２００４年に日像会を設立。
現在、スピリチュアル・カウンセラー日心（にっしん）を通したチャネリングにより、会員の指導および全国各地での講演会活動に従事している。
